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吉崎別院便り

バラバラでいっしょ！
になれるところ

第345回蓮如上人御影道中の供奉人が決まる！

今
年
も
全
国
各
地
か
ら
参
加

毎
年
4
月
17
日
か
ら
23
日
（
御
下
向
・
東
本
願
寺
～
吉
崎
別

院
）
と
5
月
2
日
か
ら
9
日
（
御
上
洛
・
吉
崎
別
院
～
東
本

願
寺
）
の
日
程
で
勤
ま
る
蓮
如
上
人
御
影
道
中
の
中
心
を
担

う
供
奉
人
（
ぐ
ぶ
に
ん
）
が
決
定
し
ま
し
た
。
１
月
25
日
、

26
日
に
開
会
さ
れ
た
供
奉
人
集
会
に
は
、
降
雪
の
影
響
に
も

関
わ
ら
ず
全
国
各
地
か
ら
供
奉
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

集
会
の
中
で
、
五
辻
信
行
輪
番
は
、
「
道
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
と
の
で
あ
い
の
中
で
、
和
合
の
心
を
大
切
に
し
て
い
き

し
ょ
う
」
と
、
御

仏
事
と
し
て
の
御

影
道
中
へ
の
願
い

を
参
加
者
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
そ

の
他
、
供
奉
人
と

し
て
の
心
構
え
や

交
通
安
全
の
徹
底

な
ど
が
積
極
的
に

語
り
合
わ
れ
、
数

多
の
先
達
が
培
っ

て
き
た
供
奉
人
の

歴
史
を
受
け
継
い

で
い
く
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

御
影
道
中
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「声が仏事を為す」
集
会
で
は
、
今
年
は
じ
め
て
御
下
向
教
導
を
務
め

る
國
分
大
慶
師
（
能
登
教
区
第
14
組
・
安
泉
寺
住

職
）
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
師
は
か
つ
て
2
度

経
験
の
あ
る
御
上
洛
教
導
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
お

話
し
さ
れ
、
道
中
に
こ
だ
ま
す
る
「
蓮
如
上
人
様

の
お
通
り
～
」
と
い
う
供
奉
人
の
声
が
仏
事
を
為

す
と
、
『
浄
土
論
註
』
の
言
葉
を
引
用
さ
れ
な
が

ら
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
先
導
人
の
誕
生
！
」

御
影
道
中
の
よ
り
安
心
安
全
を
期
し
て
、

道
中
の
先
頭
を
案
内
す
る
「
先
導
人
」

が
今
年
新
た
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

大
河
内
肇
（
福
井
）
北
村
政
義
（
福
井
）

武
田
晴
夫
（
滋
賀
）
谷
口

敏
（
石
川
）

前
田
照
美
（
福
井
）
の
各
氏
で
す
。

供奉人依頼状授与式

國分師の講義

次頁、供奉人一覧表を掲載



御 下 向 御 上 洛

教 導 國分 大慶 石川県 教 導 佐竹 圓修 石川県

宰 領 宮地 幹夫 福井県 宰 領 伊藤 喜夫 三重県

会 計 多田 益子 大分県 会 計 副島 幸子 滋賀県

供奉人 荒井 健治 福井県 供奉人 浅川 一義 富山県

〃 小林 治樹 兵庫県 〃 清水 教示 石川県

〃 豊富 高広 石川県 〃 高畑 淳 茨城県

〃 橋爪 昭人 千葉県 〃 横山 公子 大阪府

〃 鷲元 明俊 茨城県

第345回 蓮如上人御影道中供奉人名


